
尾道市立山波小学校

改善計画

7月 1月

OPPシートを活用して,単元の前,
中,単元後の自己変容をメタ認知
できるようにする。

児童アンケートの肯定
的回答

80% 87% 109 A

　
　学年平均８７％で目標値を達成することがで
きた。一枚物のOPPシートを使うことで,１時
間での変容だけでなく,単元を通した,長い期間
でより自他の変容に気付く事ができるように
なっている。児童が書いた振り返りを全体に広
げたり価値付けたりすることも大切なので,２
学期以降それらも意識しながら続けて取り組ん
でいく。

「学級活動」の時間で，クラ
スの課題を出し合い，解決を
図るための話し合い「クラス
会議」の時間を確保する。

児童アンケートの
肯定的回答
※クラスの課題解決に
　向けての関わり方

低
９５％

中
９０％

高
９０％

低
９５％

中
９４％

高
８８％
平均

９２％

100
104
98

A

　児童アンケート「クラス会議に参加すること
ができたか。」の肯定的回答の割合は９２％で
あった。しかし，クラスの課題を出し合う際に
自分の意見を出すことで満足してしまっている
児童が多いという実態がある。そのため，２学
期以降は，解決策を出し合い，それをさらに普
段の生活に生かす，児童主体の姿を目指してい
く。

　クラスみんなが参加するクラス会議は素晴らしいと
思う。その質と内容が数値に表れているものと感じ
る。
段階として，まずは友達の意見を聞き，自分もクラス
で意見を出すことは達成することができていてすばら
しいと思う。次のステップ（解決策を出す）はハード
ルが高いと思うが，「ｄ目標達成のための方策」に示
されている二つの方策を絡めながら，各学年，学級が
指導の工夫を進めることで，全ての児童の自己肯定感
が高まればと思う。

　クラス会議の質を上げ，学級で出た意見
を児童が日々の生活に生かすことができる
ようにするために，２学期は，他のクラス
がどのようなクラス会議を行っているのか
を公開する場を設定する。お手本となるク
ラス会議のイメージを教職員だけではな
く，児童にも共有することで，児童の協働
する力を高めていきたい。

学級の中で，お互いの良
さや成長を認め合う時間
を確保する。

児童アンケートの
肯定的回答

低
９０％

中
８５％

高
８０％

低
７６％

中
８５％

高
８３％

84
100
104

B

　学級の中で良さを認め合う活動は全ての学年
で行っている。しかし，児童アンケート「自分
にはよいところがありますか。」への肯定的回
答が低い学年もあることから，認め合う活動が
児童の自己肯定感につながっていないというこ
とが考えられる。そのため，これまでの活動は
継続しつつ，日頃の授業等でも，教師が児童を
ほめることを意識したり，児童同士が認めあえ
るような場面を設定したりすることで，自己肯
定感を高めていきたい。

　自己肯定感は，小中学校９年間で
しっかり育てていきたいと思ってい
る。引き続き，工夫していることな
ど主任主事を中心に連携していきた
い。

　1学期の児童アンケートで肯定的評価をし
ていない児童に目を向け，アセスと照らし
合わせて分析することで，児童の困り感を
把握することができるようにする。また，
良さを認め合う活動以外の場面でも，教師
が児童の良さを認める発言を増やしていき
たい。

教職員アンケート
の肯定的回答(サー
キットトレーニング等の

運動時間の設定)

80% 89% 111 A

　各学年の実態に合わせた,補強運動が実施さ
れており,児童を対象にした学校アンケートで
も運動することの楽しさを実感する児童が9割
以上となり，結果として表れた。
しかしながら,週の中で体力づくりを行ってい
ない児童が８％いたという実態もあり,全体を
通して体力の向上を図れていない課題も見つ
かった。

　

８０
点

　中学校区で揃えて表現力の育成に取り組んでい
ることに感謝している。基本的な知識・技能で成
果をあげており，中学校での学力向上につながる
ものと期待している。自己変容について，久保中
学校でも取り組みたいと思っているが十分でない
ため，今後参考にしたい。
　OPPシートの活用により，児童自身が単元の終
わりに自らの学びの定着具合と成長を実感する取
組はすでに目標値を上回っていることから有効で
あったと思う。今後の取組の成果がさらに期待さ
れる。
　「思考力・判断力・表現力の育成」について
は，日々の授業の中で「期待する子供の記述，発
言」を評価のポイントとして指導者がもっておく
必要があり，教材研究が大変ではあるが，組織的
な取組により，より多くの児童に力が付くことを
期待する。

○

84
88

B

　6月に実施したスポーツテストで,男子は６
７％,女子は７０％の児童が昨年度の学年結果
を上回ることができた。また,テスト結果は県
平均を上回った種目が8種目中男子4種目(上体
起こし・反復横跳び・20mシャトルラン・
50m走)女子7種目(握力・上体起こし・長座体
前屈・反復横跳び・２０ｍシャトルラン・
50m走・ボール投げ)と昨年より大幅に増え
た。(昨年は男子1種目・女子2種目)
　2学期からも,サーキットトレーニング等と体
育朝会を継続的に行いながら,児童の体力向上
を図っていきたい。体育朝会は引き続き全学年
週１回を継続的に行い,体を動かすことの楽し
さを実感させながら児童の体力を高めていきた
い。

76.1点

健康で元
気な体づ
くりに向
けた,共に
高め合う
力の育成

新体力テストの目
標達成率（個人目
標）

7月　抽出調査【5年生】
　目標＝児童個々が昨年度の結
果をもとに決めた目標。
12月　全員調査【全学年】
　目標＝児童個々が7月の結果を
上回ることが目標。
（7月ABC判定≦12月ABC判
定）

自他を認め合いなが
ら体を動かすことを
通して,体力の向上を
図る。

自ら学び　心豊かに　たくましく生きる山波っ子の育成

小中連携教育を通した主体性・協働性を育む教育の推進 a 　ビジョン
「信頼される学校づくり」と「ユネスコ・スクール（ESD)の発信」

○確かな学力の向上と豊かな心，健やかな体の育成
　○地域・家庭・関係機関との連携　○服務規律の徹底

自分に自信をもち，
仲間と協力して課題
を解決する力の向上
を図る。

継続的に,体育集会やサー
キットトレーニングなど
運動する時間を設定し,声
をかけ合って体力を高め
る。
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令和５年度　学校評価表

学校教育目標

自己評価 学校関係者評価評価計画

a 　ミッション

【外部評価】　イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価は適正で
ない。　ハ：わからない。

　　　　　　　　　　　　【自己評価　評価】
　　　　　　　　　　　　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００
　　　　　　　　　　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６０
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b 中期経営目標

自らの変容を実感し,次へ
の学びへとつなげていく
力の向上を図る。

c 短期経営目標

k 二次評価

d 目標達成のための方策

算数用語,数,図,式等を用いて,論
理的に説明する時間を充実させ
ることを通して,他者と協働して
問題解決していく授業づくりを
行う。

単元末テストの平均点
８０点以上（算数科）

豊
か
な
心
の
育
成

協働する力
の向上

思考力・判断
力・表現力の
育成

e 評価指標

B

男子
67％
女子

７０％

○

m 改善案l コメント

  基本的な知識・技能の定着を２学期も引き
続き図っていきたい。１学期は,子どもたち
が主体的・協働的に学べるよう授業改善す
ることを教職員全体で共有することができ
たが,校内授業研修を１回しかもつことがで
きなかったため,２学期には計画的に実施し,
教職員全体で授業改善できるようにしてい
く。また,思考力・判断力・表現力を育成す
るために,教師が教材研究を行ったり子ども
に付けたい力を明確にして活用問題を意図
的に設定したりする等子どもの実態に即し
て日々の授業を大切に取り組んでいきた
い。
　OPPシートを引き続き２学期も活用し,自
他の変容に気付くことができるよう教師が
全体に広げたり価値づけたりしていきた
い。

　引き続き体を動かす場の設定
を行っていき,児童が習慣化でき
るように取り組んでいきたい。
また,楽しく体を動かすことがで
きるように,体育の授業の導入な
どで音楽を使ったり,楽しい補強
運動に取り組んだりしていきた
い。また，体力測定では個人目
標を設定し,児童が進んで体力向
上に取り組めるようにしてい
く。

　数値としては，十分すぎる成果を
出していると思われる。目標の設定
が高すぎたのではないか。コロナ禍
で全国的に体力低下が叫ばれている
中での十分な成果だと感じている。
　運動すること，身体を動かすこと
について，個人差（格差）が生じて
いるように思う。したがって，継続
的に身体を動かさざるを得ない場，
苦手な種目について行う場を設ける
ことは良い取組かと思う。根気よ
く，楽しく体力づくりを行える場の
設定を引き続き進めてもらいたい。

　
　思考力・判断力・表現力の観点で見ると学年
平均76.1点で達成率は95％となった。一方,知
識・技能の観点で見ると,学年平均87点で,基本
的な算数の知識・技能は身についている事が分
かった。
　基本的な知識・技能の定着を基に,今後はよ
り児童が主体的に問題と向き合い,友達と関わ
り合いながら追究していく姿を引き出し,思考
力・判断力・表現力の向上につながるよう,授
業づくりと教師の授業力向上に取り組んでいき
たい。

様式1


